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外国人児童生徒への支援

１ 背 景

本県に在住する外国人はブラジルなど南米国籍の日系人を中心に急増していることに

伴い、公立小中学校に在籍する日本語指導の必要な児童生徒数も増加の一途をたどって

おり、学校や社会への適応を高めることが求められている。

外国人登録者数 H17：50,769人 → H18：51,931人

日本語指導が必要な外国人児童生徒数 H17： 464人 → H18： 601人

（※公立小中学校に在籍する外国人児童生徒）

２ 事 業 内 容

こうした状況を受け、外国人児童生徒の学校生活及び社会生活への適応を図るため、

日本語指導等を充実し、外国人児童生徒が学びやすい環境づくりを推進する。

拡外国人児童生徒適応指導員の拡充

平成１８年度から設置した外国人児童生徒適応指導員を２人増員

・配置人数 ５人 ７人→

（４教育事務所：可茂２→３人、西濃１→２人、岐阜・東濃各１人）

※外国人児童生徒適応指導員

ポルトガル語を話すことができる指導員を関係教育事務所に配置し、管内の対

象校を巡回して日本語指導が必要な外国人児童生徒の学校生活への適応指導や日

本語指導を行う。

○小中学校における日本語指導教員等の配置

校内に設置した「日本語指導教室」で外国人児童生徒に対して日本語指導や、学校

生活への適応指導、家庭との連絡などを行う。

・日本語指導教員（常勤） ３０人→２６人

新日本語指導非常勤講師 ０人→２０人

新高等学校における外国人生徒支援加配教員の配置

日本語指導の必要な外国人生徒が複数名在籍する高等学校に対して教員を配置し、

外国人生徒を対象とする選択科目の開設や、放課後、空き時間に日本語指導を行う｡

・配置人数 ０人→１人


